
持
続
化
補
助
金
で

直
売
所
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

と
じ
込
ん
で
保
存
し
ま
し
ょ
う
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る
レ
ジ
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
今
後
、
急
速
に
普
及
が
進

む
で
あ
ろ
う
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
へ

の
対
応
を
岡
元
社
長
と
考
え
、
使

い
勝
手
の
良
さ
か
ら
、
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ

を
利
用
す
る
Ａ
ｉ
ｒ
レ
ジ
と
各
種

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
Ｑ
Ｒ
コ
ー

ド
に
も
対
応
し
た
Ａ
ｉ
ｒ
ペ
イ
を

消
費
税
軽
減
税
率
補
助
金
で
導
入

し
ま
し
た
。

　
当
社
は
農
業
と
い
う
天
候
に
左

右
さ
れ
や
す
い
業
種
の
た
め
、
作

業
量
の
季
節
間
変
動
が
大
変
大
き

く
、
従
業
員
の
就
労
時
間
が
不
規

則
に
な
り
が
ち
で
し
た
。

　
そ
こ
で
働
き
方
改
革
に
併
せ
て

労
務
環
境
整
備
に
取
り
組
む
こ
と

と
し
、
専
門
家
派
遣
制
度
を
活
用

し
て
就
業
規
則
の
作
成
を
行
い
ま

し
た
。

　
作
成
し
た
就
業
規
則
は
、
厚
生

労
働
省
の
時
間
外
労
働
等
改
善
助

成
金
の
要
件
を
満
た
す
こ
と
が
で

き
た
の
で
、
生
産
性
を
上
げ
る
た

め
の
設
備
の
導
入
を
行
い
ま
し

た
。

　
岡
元
社
長
は
創
業
以
来
、
安

心
・
安
全
で
美
味
し
く
、
作
り
手
の

顔
が
見
え
る
確
か
な
食
の
提
供
を
通

じ
て
「
お
客
様
の
豊
か
な
食
生
活
の

実
現
」
と
、
「
農
業
者
の
地
位
の
向

上
」
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
　

　
本
年
は
情
報
通
信
技
術
を
活
用

し
た
ス
マ
ー
ト
農
業
へ
の
取
組
も

ス
タ
ー
ト
さ
せ
、
更
な
る
生
産
性

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　
魅
力
あ
る
農
業
の
実
現
に
向
け

て
、
農
業
が
抱
え
る
課
題
解
決
へ

夫
妻
の
挑
戦
は
、
ま
だ
ま
だ
続
き

ま
す
。

　
当
社
で
は
、
平
成
三
十
年
か
ら

自
社
栽
培
米
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
を
使

用
し
た
「
本
み
り
ん
」
の
商
品
開

発
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
平
成
三
十
一
年
三
月

に
一
九
六
本
の
「
本
み
り
ん
」
を

完
成
さ
せ
、
テ
ス
ト
販
売
を
行
っ

た
結
果
、
お
客
様
か
ら
高
い
評
価

を
得
ま
し
た
。
　

　
し
か
し
、
販
売
先
の
対
象
が
不

明
確
で
あ
る
等
の
課
題
も
見
つ

か
っ
た
た
め
、
そ
の
解
決
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
現
在
、
岡
元
農
場
で
は
、
県
の

チ
ャ
レ
ン
ジ
支
援
フ
ァ
ン
ド
を
活

用
し
、
商
品
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ

プ
と
販
路
開
拓
に
取
り
組
ん
で
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　
開
発
し
た
「
の
み
り
ん
」
や
自

家
栽
培
米
等
の
農
産
物
の
店
舗
販

売
で
は
、
複
数
税
率
に
対
応
で
き

お
持
ち
し
た
時
で
し
た
。
　

　
岡
元
農
場
は
こ
の
頃
、
自
社
農

産
物
の
直
売
に
力
を
入
れ
て
お

り
、
こ
の
年
に
国
の
小
規
模
事
業

者
持
続
化
補
助
金
を
活
用
し
て
直

売
所
内
部
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行

い
ま
し
た
。

　
当
社
で
は
、
年
度
の
切
替
時
期

を
中
心
に
、
作
成
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
帳
票
類
が
多
く
、
そ
の
作

業
に
大
変
時
間
が
か
か
っ
て
い
ま

し
た
。

　
そ
こ
で
、
県
の
専
門
家
派
遣
制

度
を
活
用
し
帳
票
類
の
デ
ジ
タ
ル

化
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
計
五
回

の
指
導
に
よ
り
、
エ
ク
セ
ル
で
管

理
台
帳
と
精
算
書
を
連
携
さ
せ
た

シ
ス
テ
ム
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
、
事
務
作
業
の
大
幅
な
改
善

が
図
ら
れ
ま
し
た
。

　
有
限
会
社 

岡
元
農
場
は
、
平
成

九
年
三
月
に
個
人
農
家
か
ら
法
人

化
し
、
「
た
く
さ
ん
作
る
」
の
で

は
な
く
「
責
任
あ
る
も
の
を
つ
く

る
」
の
基
本
方
針
の
も
と
に
お
米

や
加
賀
丸
い
も
等
の
生
産
・
販
売

を
行
っ
て
い
る
会
社
で
す
。

　
私
が
社
長
の
岡
元
豊
さ
ん
と
妻

の
雅
子
さ
ん
に
出
会
っ
た
の
は
、

人
事
異
動
し
た
直
後
の
平
成
二
十

八
年
、
補
助
金
ご
利
用
チ
ラ
シ
を

行 しますしますきます・きます・きます・きます・ 提案聞
～商工会の支援事例～ 18

能美市商工会

支援先 ： 有限会社 岡元農場
国・県の支援策をフル活用した伴走型支援
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有
限
会
社 

岡
元
農
場

　
山
田
指
導
員
の
行
っ
た
「
有
限

会
社 

岡
元
農
場
」
様
へ
の
支
援
は
、

令
和
元
年
度
石
川
県
商
工
会
優
秀

支
援
事
例
の
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。

担当経営指導員から一言

　岡元さんは農業に対してと
ても熱い想いを持った方で
す。今後も事業者皆さんの想
いに寄り添いながら効果的な
支援が行えるよう心掛けてい
きたいと思います。

○
○
○
○

頼りになる商工会に!!（田上県連会長）
持続化給付金申請サポートキャラバン隊日程
定期相談窓口の開設
持続化補助金採択者一覧
新型コロナウイルス一目でわかる支援策
石川働き方改革推進支援センターのご案内

専門家が丁寧にアドバイスします!
ニッポン全国お取り寄せ掲示板のご案内
ガンバレ事業者！商工会の応援活動
～商工会の支援事例～ 
有限会社 岡元農場 
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山田 禎範

リニューアルした直売所

本みりん“のみりん”

挑戦する岡元夫妻

帳
票
類
の
デ
ジ
タ
ル
化
で

事
務
作
業
を
効
率
化

フ
ァ
ン
ド
を
活
用
し
た

商
品
開
発
と
販
路
開
拓

消
費
税
軽
減
税
率
補
助
金
で

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
に
対
応

専
門
家
派
遣
と
助
成
金
で

働
き
方
改
革
を

二
人
三
脚
で

魅
力
あ
る
農
業
を

○
○
○
○
○
○

写真提供：
株式会社神子の里

　平成23年に世界農業遺産として認定された「能登の里山
里海」の一部を成し、羽咋市東部に美しく広がる「神子原
の棚田」は、本県最大の面積を誇ります。
　ここから生まれた「能登 神子原米」や「大吟醸酒 神子」
は、神子原ブランドの旗手として全国展開しています。
　今夏新たに生まれた「生酛純米神子」は、お米本来の力と
蔵付きの菌でじっくりと醸造した新進気鋭のお酒として、
「神子原の棚田」を後世につなぐ大きな力になるものと期待
されています。

生酛純米神子

き もとじゅんまい   み      こ

世界農業遺産 「神子原の棚田」を
「生きた資源」として後世につなぎたい

み　　 こ　　はら
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